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 クラウドサービスで即時に情報共有
• 隣接市町村の出没情報も即時閲覧

• ホームページで住民に出没情報を公開可能

 報告・情報共有のための出力機能
• ワンクリックで道庁への報告様式（3号様式）を出力

• 報告資料作成支援のためのCSVファイルを出力

 簡単な入力で事務量軽減
• 年間の事務量＊： 62時間→ 21時間

＊モデル町の例を基準に，年間50件の出没があるとした場合の試算結果

■ H31年度のひぐまっぷ利用希望市町村の負担金額

一律 25,000円/年
＊H31年度運用要領や負担金の支払先等については振興局協議会で配布された資料をご覧ください。

ヒグマ出没情報収集・共有システム「ひぐまっぷ」


